
  
  

 

１０月２日（月）から２泊３日で、「絆 ～創ろうmemory 感じようhistory～」のスローガンのもと、今年度から２年生が修学旅

行で関西方面へ行きました。秋晴れの心地よい気候に恵まれ、予定通りのスケジュールで進みました。集団でスローガンを達成するために

は、実行委員を中心に、部屋長、保健係などの生徒が自分の役割を果たすことの大切さを確認できたと思います。事後の振り返りには、

「外国の人の多さにびっくりした。」「自国の文化の良さを感じた、もっと知りたいし伝えられるようにしたい」「安全に帰ってこれてよかった」など

がありました。思い出に残る修学旅行になったと思います。２年生には、今後の学校生活での活躍を期待しています。 

 

 

 

昨年、本校ホームページへ「校則（生活の決まり）の見直し」進捗状況について掲載しました。 

「校則の見直し」の目的は、生徒が自ら自律した規範意識を育むことです。「何でもいい」「ルールが無くなった」ということではありません。

自分たちでいい緑中を創っていくという意識が芽生えることを期待しています。 

今後も生徒会や生徒総会を通して教師と生徒が共同して「校則の見直し」に取り組んでいきます。また、PTA や学校運営協議会等の 

ご意見をいただきながら決定し、ホームページや学校通信等で周知します。 

 

 

 

１０月１１日（水）授業づくり研修を全教職

員で行いました。学級経営目標である未来を切り

開く力をつけるために各教科で授業内容を構想

し、３年生に対して、英語科（Unit5-3 Plastic 

Waste）、社会科（地方自治と住民の参

加）、理科（化学変化とイオン）の３教科で実

践しました。北九州市では２年前より、タブレット

端末を授業で活用し、子どもたちの個別最適化学習に向けて、授業での ICT の利活用法

を模索しています。生徒は、徐々にタブレット操作に慣れ、主体的に話し合いに参加したり、データを示して発表したりすることができるよう

になってきました。緑中の先生方は、日々授業力向上に向けて取り組んでいます。 
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